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＜患者様連絡事項＞

・山下　拓也様　　右足骨折部位の痛みについては、経過観察との指示あります。また、他科薬が切れ次第状態をみて当院の薬を処方するとの事です。今後も、安静促し歩行状態・患部の症状について観察していきましょう。

・小泉　康政様　　７月１８日（金）　本人の代わりに家族の方が八戸赤十字病院の皮膚科受診予定です。田名部Ｄｒがその前に写真を撮る予定です。

・上田　尚弘様　　明日から、リハビリテーションプログラム導入予定。また、作業は来週から導入予定となっています（明日午前中見学）。参加状況の観察を行なっていきましょう。

・三浦　るみ子様　　肛門部痔核あり、少量の出血・疼痛あるとの事で１本使用しています。その後は、経過観察との指示あります。今後、出血や疼痛が続くようであれば報告し指示受けしてください。

・加賀谷　芙美子様　　７月４日（金）　７時から採血・検尿の指示あります。

・泉川　ケイ子様　　本日、症状沈静好転化し、療養環境変更目的にて、東Ｄユニットから西Ａユニット５０号室へ転入となっています。

＜安ヶ平Ｄｒ診察状況＞

・木村　忠史様　　咳・のどの痛み訴えあり、カフコデＮ　５日分処方

・菅井　浩子様　　痰がらみ・咳・むせ込み訴えあり　ムコキール　７日分　継続処方

本人拒否の為、ハロマンスは中止

・松橋　清子様　　本人より服薬について訴えあり、ソラナックス　飲み切り止め

・久保　清美様　　秋頃には退院したいと退院について焦るような発言きかれています。　　　　　　　　　また、姉が面会に来た際にこの事を本人から伝えるとの事です。

・石切　久様　　本人より外出希望あり、お兄様が付き添い可能であれば可能との事主治　　　　　　　医より説明されています。

・中川原　義雄様　　左肩の痛みあり、ナパゲルン軟膏処方

＜措置患者様ＮＣＰ評価・検討＞

・岡田　石子様　　＃３　上体の傾き・動作緩慢あり、転倒のリスクがある。

（評価）上体の傾きや動作緩慢あるが、歩行安定しており転倒なし。

引き続きプラン継続。

・出河　攻様　　＃１　衝動行為による他害の恐れ

（評価）イライラ感の訴えや衝動行為は見られない。今後もイライラ感の有無の観察必要。

＃２　体重増加傾向

（評価）運動を休んでいる事あり。現在９４キロ。今後も運動の声掛け必要。

・久保　清美様　　＃１　妄想による危険行為の可能性がある

（評価）妄想発言や危険行為がない為、解決。

＃２　糖尿病の管理

（評価）血糖コントロール良好の為、服薬のみ。空腹感の訴えはある。時折、間食しており、声掛け要す。ケアプラン変更。

＃３　病識なく、退院に対しての焦りあり。

※新たに＃３で問題点をあげています。各自で確認してください。

＜看護度評価＞

・上田　尚弘様　　Ｂ-Ⅲ　（断続的な観察・必要に応じた指導が必要）

＜転入患者様＞

泉川　ケイ子様　４０歳　　統合失調症　合併症：糖尿病

主治医：田名部Ｄｒ　　担当：東Ｎｓ

西Ａユニット：５０号室

作業：Ｂグループ

食事形態：常食　（血糖異常ない為）

平成２０年５月１４日、恋愛妄想などがあり、また、家族が八戸赤十字病院での治療へ不信感があり、転院希望にて当院東Ｄユニット１９号室へ入院となっています。

八戸赤十字病院男性スタッフについての話しが多く、「彼が来ている。」などの発言あり。頸部ジストニアがあり、頸部の右への傾きみられ薬剤調整を行っていました。

入院後、大きな病状の変化はないですが、心因的なものが加わると傾きが強くなる様子も見られていました。現在でも恋愛妄想「私にはわかる。」などの発言聞かれていますが、行動か無く、経過しています。他者や病棟になじめず、不安感を口にする事ありますが、傾聴することで安心されることが多いです。他者とコミュニケーションをうまくとれない事を悩む様子あります。６月４日から作業導入となり、初めは身体不調を訴える事もありましたが、現在は参加できています。

主治医診察にて、症状沈静好転化した為、西Ａユニット５０号室へ転入となっています。

